
Why　

カ
リ
マ
ネ
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
で
求

め
ら
れ
る
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
す

上
で
、
必
要
不
可
欠
な
営
み
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、「
主
体
的
に
学
ん

で
必
要
な
情
報
を
判
断
し
、
よ
り
よ
い
人

生
や
社
会
の
在
り
方
を
考
え
、
多
様
な

人
々
と
協
働
し
な
が
ら
問
題
を
発
見
し

解
決
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
力
」（
※
）

と
い
っ
た
資
質
・
能
力
は
、
特
定
の
教

育
活
動
の
み
で
育
成
さ
れ
る
も
の
で
は

も
、「
教
育
目
標
が
抽
象
的
な
表
現
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
」「
自
校
な
ら
で
は
の
内

容
に
な
っ
て
い
な
い
」
な
ど
、
課
題
を
抱

え
て
い
る
学
校
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
カ
リ
マ
ネ
を

推
進
す
る
現
場
の
先
生
方
へ
の
支
援
と
し

て
、『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
が
た
ど
り
着
い
た

１
つ
の
答
え
が
「
越
境
す
る
学
び
」
で
あ

り
、
先
生
方
が
学
校
の
違
い
を
超
え
て
対

話
を
し
、
カ
リ
マ
ネ
に
つ
い
て
の
理
解
や

考
え
を
深
め
る
機
会
と
し
て
、
２
０
１
９

年
３
月
に
実
施
し
た
の
が
、
カ
リ
マ
ネ
を

テ
ー
マ
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

今
号
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
提
供
さ
れ

た
知
見
と
参
加
者
の
先
生
方
か
ら
表
出
さ

れ
た
問
題
意
識
や
思
い
な
ど
を
基
に
、
カ

リ
マ
ネ
の
意
義
と
課
題
、
そ
し
て
具
体
的

な
方
策
を
ひ
も
解
い
て
ま
い
り
ま
す
。 

※文部科学省「高等学校学習指導要領解説　総則編」

な
く
、
各
教
科
等
の
学
習
や
学
校
行
事
、

ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

教
育
活
動
を
通
じ
て
育
ま
れ
る
力
が
統
合

さ
れ
て
発
揮
さ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
た

め
、
各
教
育
活
動
と
教
科
等
横
断
的
な
学

習
の
両
方
の
充
実
が
求
め
ら
れ
、
教
科
や

分
掌
、
学
年
等
が
連
携
し
た
教
育
課
程
の

編
成
・
実
施
・
改
善
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

そ
の
状
態
を
実
現
す
る
営
み
が
カ
リ
マ
ネ

で
す
。

　

た
だ
、
先
生
方
に
お
話
を
伺
う
と
、「
管

理
職
や
推
進
担
当
以
外
は
カ
リ
マ
ネ
へ
の

関
心
が
低
い
」「
誰
を
、
ど
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
巻
き
込
め
ば
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
悩
み
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
。
ま

た
、
カ
リ
マ
ネ
の
第
一
歩
で
あ
り
、
最
も

重
要
な
工
程
で
あ
る
、
資
質
・
能
力
ベ
ー

ス
の
学
校
教
育
目
標
の
策
定
に
つ
い
て

越
境
し
、学
び
合
い
な
が
ら
目
指
す

「
こ
れ
か
ら
の
学
校
づ
く
り
」

現
在
進
行
中
の
教
育
改
革
は
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
る
上
で
必
要
な
資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、

そ
の
目
的
を
果
た
す
た
め
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
が「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
以
下
、カ
リ
マ
ネ
）」の
実
現
だ
。

次
期
学
習
指
導
要
領
の
実
施
を
３
年
後
に
控
え
、
カ
リ
マ
ネ
推
進
上
の
課
題
も
顕
在
化
し
始
め
て
い
る
。

な
ぜ
、カ
リ
マ
ネ
が

求
め
ら
れ
て
い
る
の
か

●教育目標として掲げた「育成を目指す資質・能力」を
いつ、どのように育成していくのか、明確化している。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（京都府・私立）
●全教職員によるディスカッションを通じて自校のグ
ランドデザインをつくり、各教科がその内容を踏まえ、
指導計画を立てている。　　　　　　　（東京都・公立）
●何から始めてよいか分からず、手探りの状態。先行
きが見通せない。　　　　　　　　　　（福岡県・公立）
●カリマネが必要だという認識が浸透していない。「現
状、うまくいっているのになぜ？」といった意識は、
まだまだ根強い。　　　　　　　　　（広島県・公立）

参加者に聞く「自校のカリマネの進捗状況」（参加者４２人への事前アンケートより）

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

31
%

69
%

推進
している

これから
推進する
予定
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●同様の課題意識を持つ他校の先生方と意見交換しな

がら、自校の実践工程表を作成したい。　 （京都府・私立）

●カリマネの推進における具体的な問題点とその解決

事例を、他校の先生方から聞きたい。そして、自校

でどのような姿勢で、どのように同僚を巻き込み、

最終ゴールをどこに置くのかを見いだしたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広島県・公立）

●全教職員がカリマネについて理解を深め、行動でき

るような様々な取り組みを、他校から学んで、持ち

帰りたい。　　　　　　　　　　　　　　（東京都・公立）

●カリマネを推進する上で考えていくべきポイントを

把握したい。 （熊本県・公立）

●カリマネをきっかけに、本校の包括的な指導体制を

見直していくことで、生徒の学びがもっと豊かにな

るような学校をつくりたい。　　　　　　（徳島県・公立）

●学校の課題を共有した上で、教師一人ひとりが自分

の持つ力を適材適所で発揮しながら、生徒の可能性

を希望進路の実現につなげることができる体制を構

築するノウハウを学びたい。また、全国各地の先生

方と先進的な事例の情報交換ができることを期待し

ている。　　　　　　　　　　　　　　　（宮城県・公立）

●一気に学校を変えることは難しいからこそ、話がで

きる仲間と少しずつカリマネに取り組んでいくこと、

対話ができる相手をたくさんつくることが大事だと

分かった。　　　　　　　　　　　　　　（広島県・公立）

●細やかに配慮されたワークショップの運営や方向性

で、終始有益な対話がなされ、様々な化学反応が起き、

対話の中からそれぞれの答えを見つけ出すことがで

きた。前向きな先生方が集まると１つのきっかけで

進み始める駆動力のすごさを予感した。学校の中で

も同じことが起こせれば、もっと楽に、よい方向を

目指せるのではないだろうか。
（徳島県・公立）

●同じ悩みを持つ先生と知り合えたことがよかった。

他の学校の先生だということもあって、率直に相談

できた。　　　　　　　　　　　　　　（和歌山県・私立）

●教育目標はその達成度を評価できる仕組みとセット

で練り上げていくべきものであることが確認できた

ことが大きな収穫だ。そして、教職員全体の対話の

中でカリマネを進めていくことの大切さを感じた。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（熊本県・公立）

●様々な高校の先生と話す過程で、どのような学校に

おいてもカリマネが必要であることを再認識した。

学校に戻って、現在取り組んでいるカリマネの意義

を学年会で説明した。　　　　　　　　（熊本県・公立）

●立場や環境の異なる先生がグループ内にいたことで、

いろいろな視点からカリマネの進捗状況を見ること

ができた。学校に帰って、管理職と教務部長、進路

部長にワークショップの報告を行った。各学年の学

年主任、副主任とも内容を共有し、生徒の強みと弱み、

生徒につけさせたい資質・能力とその理由を、各学

年の先生方に考えてもらうことにした。それらを集

約し、まずは１学期中に学校教育目標の策定に取り

組む予定である。　　　　　　　　　　　（三重県・私立）

ワークショップへの

ワークショップでの

カリマネの推進において、
現場の教師が持つニーズとは？

カリマネの推進において、現場の教師が得た気づき、
観点はどのようなものだったのか？果

待

成

期
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